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特別養護老人ホーム　浮間さくら荘
北区浮間三―一一―二六　電話(３５５８)５５８３


平成二十七年度から　
介護制度が改正されます！
（平成二十六年十二月二十六日現在、
北区が作成書類より抜粋）

①第六期（平成二十七～二十九年度）の介護保険料が変わります。（平成二十七年四月から）

　第六期の介護保険料については、所得状態に応じて保険料をきめ細かく設定するために、第五期（平成二十四～二十六年度）の十段階をさらに多段階化し、十四段階とする予定です。詳しくは、北区ニュース特集号等でお知らせします。
②一定以上の所得がある方は、利用者負担が二割になります。（平成二十七年八月から）

　　保険料の上昇を可能な限り抑えつつ、制度の持続可能性を高めるため、一定以上の所得のある第一号被保険者（六十五才以上）の利用者負担を一割から二割へ引き上げます。
　二割負担とする所得水準は、本人の合計所得金額が百六十万円以上（年金収入に換算すると二百八十万円以上）で「年金収入とその他の合計所得金額」の合計が、世帯の中で第一号被保険者が一人の場合で二百八十万円以上、二人の場合で三百四十六万円以上となります。
　ただし、一ヵ月の自己負担金の上限が定められているため、引き上げ対象全員の負担が二倍になるわけではありません。
③高額介護サービス費の一部の自己負担限度額が変わります。（平成二十七年八月から）
　高額介護サービス費とは、要介護者が居宅サービスや施設サービス等に対して支払った一か月の自己負担が限度額を超えた場合に、その超えた額を申請により支給する制度です。対象者には、介護保険課からサービス利用月の三か月後にお知らせします。
　今回の改正では、同一世帯内の第一号被保険者に現役並みの所得相当（課税所得百四十五万円以上）の方がいる場合に、その世帯の自己負担限度額（月額）が三万七千二百円から四万千四百円に引き上げられます。詳しくは、北区ニュース特集号等でお知らせします。
④高額医療・高額介護合算療養費制度の自己負担限度額が変わります。（平成二十七年八月から）
　高額医療・高額介護合算療養費制度とは、世帯内の同一の医療保険の加入の方について、毎年八月から一年間かかった医療保険と介護保険の自己負担を合計し、限度額を超えた場合に、その超えた額を申請により支給する制度です。限度額は世帯員の年齢構成や所得区分により異なります。
　今回の改正では、七十歳未満の方がいる世帯の自己負担限度額（年額）が変更されます。

⑤低所得の施設利用者の食費・居住費（滞在費）の適用要件が変わります。（平成二十七年八月から）
　介護保険施設または短期入所生活介護・短期入所療養介護（ショートステイ）を利用する場合、所得が低い方の食事・居住費（滞在費）負担額を軽減する要件に、預貯金等と世帯分離後の配偶者の所得が追加されます。具体的には預貯金等が単身一千万円超、夫婦二千万円超の場合や、世帯分離後でも配偶者が課税されている場合は対象外となります。
　有効期限が平成二十七年七月末までの「介護保険負担限度額認定証」をお持ちの方は、平成二十七年六月（予定）に介護保険課から更新手続きのお知らせをお送りします。

（後　略）

★問合せ先
①、②に関すること、介護保険料係　☎（三九〇八）一二八五

③ ④ ⑤に関すること、給付調整係　☎（三九〇八）一二八六

　またテレビや新聞等で報道されていますように、平成二十七年四月介護報酬の改定も行われます。料金も変更になりますので、「契約書別紙」「施設重要事項説明書」等の差し替えをお願いすることになります。
　いろいろと煩瑣な書類のやり取りが必要になります。お手数をおかけしますが、よろしくご協力をお願いいたします。
家族会（一月二十四日報告）　家族会書記　Ｗさん
①十二～一月の報告と二月のスケジュール説明

施設長の挨拶
・平成二十七年度がスタート。本年度もよろしくお願いいたします。この時期の最大の課題はインフルエンザとノロ対策。スタッフ一同、万全の対策で取り組んでいます。
スタッフからの報告（抜粋）
・一月は、おせち料理、七草粥、小豆粥などを楽しんで頂きました。二月はチラシ寿司や寄せ鍋を予定しています。（管理栄養士）
②「誤薬事故」の報告とお詫び
〈事実〉

　昨年十二月に、職員のミスから、ある入居者に他の人の薬を服薬させてしまった。原因は二人の薬袋が重なっていたため気づかなかったこと。また袋に書いてある名前の確認をせずに服薬介助をしてしまったために生じた。

〈事後処理〉

　すぐにナース、ドクターに報告。安静、水分補給、バイタル測定、血液検査などの処置を行った結果、異常なし。その結果をすぐさまご家族に報告とお詫びをした。
〈今後の対策〉
薬包の名前確認、本人確認し、薬を開封するなどマニュアルの再確認を徹底させる。
事故発生の事実、原因などを職員に周知し、注意を喚起する。

〈家族会からの意見〉
・事故をゼロに抑えるのは無理かもしれない。大切なのは、次の事故を抑えること。日常から訓練するなど、職員の注意喚起が必要。一層努力して欲しい。
・以前にベッドから車椅子に移る時に危なっかしい光景をみた。休日のスタッフ数は大丈夫なのか。スタッフの数や忙しさに問題はないだろうか。

・スタッフの注意力に頼るしかない。よろしくお願いしたい。

・薬の間違えは大事故に繋がる可能性がある。しっかりと確認して欲しい。

〈施設長の話〉

皆さんにご心配をかけ、本当に申し訳ありません。事故ゼロを一〇〇％達成するのは難しいというご意見もありましたが、誤薬事故は本来的にあってはならないものと認識しています。今回起きてしまったことは、スタッフ一同改めて確認し認識し、事故ゼロにするように取り組んでまいります。
③二月の家族会のお知らせ

二月二十八日の土曜日。一時半から四階で行います。その後、二階で職員のサポートのもと「ホーム喫茶」を実施します。
